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諸塚村議会だより （2）令和７年11月号 第187号

議会費 総務費 民生費 衛生費
ゴミ収集場所

Garbage Bag
Garbage Bag

Garbage Bag

4,748万円 ６億275万円 ４億7,588万円 ２億6,207万円

農林水産費 商工費 土木費 消防費

４億8,466万円 8,425万円 ２億6,608万円 3,287万円

教育費 災害復旧費 公債費 諸支出金

２億6,010万円 14億6,254万円 ３億5,524万円 340万３千円

（歳入額）52億8,325万円　　（歳出額）43億3,739万円
※端数切捨てのため、合計金額は合いません。

令和６年度一般会計決算が認定された

■特別会計
会計名 歳出決算額 会計名 歳出決算額

国 民 健 康 保 険 ３億2,324 万円 後期高齢者医療 3,981 万円
介 護 保 険 事 業 ２億8,104 万円 簡 易 水 道 事 業 5,259 万円
公共下水道事業 １億9,135 万円 診 療 所 事 業 ３億5,625 万円
発 電 事 業 882万円 特 別 会 計　 合 計 12億 5,310 万円

令和6年度事業実績 （主なもの）
収入 支出
〇地方交付税� 1,881,516,000円
〇国県支出金� 1,685,578,000円
〇地方贈与税� 203,002,000円
〇村債� 116,501,000円
〇村民税� 51,048,610円
〇固定資産税� 409,013,50円
〇軽自動車税� 8,202,700円
〇たばこ税� 10,812,692円

� 【災害復旧費】� 1,462,548,000円
【特別給付金】� 20,581,063円
� （物価対策交付金）　
【村文化祭開催事業費】� 11,400,324円
【公民館 ・集会所等整備事業】� 1,423,000円
【ふるさと回帰同窓会等ネットワーク構築事業】�
� 378,000円
【商工業観光事業費】� 22,366,569円

令和７年 第３回諸塚村議会定例会
（会期：令和７年９月10日～22日13日間）



諸塚村議会だより（3） 第187号 令和７年11月号

第３回定例議会（令和７年９月10日開会）
報告１件・令和７年補正予算他議案14件・同意２件・諮問１件　

番号 議　案 結果

報 告 第 ３ 号 令和６年度諸塚村財政健全化判断比率及び公営企業における資金不足比
率の報告について　　　　実質公債費率5.3％ 可　決

議 案 第 48 号 令和７年度諸塚村一般会計補正予算
補正額：89,000千円　　予算総額：4,586,000千円 可　決

★主な補正の内容★
業務委託料（諸塚村公式キャラクター着ぐるみ制作委託）………………………………………………620千円
補助金（公民館・集会所等改修事業）※エアコン設置… ……………………………………………… 3,530千円
ふるさと納税推進事業（委託料）……………………………………………………………………………440千円
老人福祉費（せせらぎの里指定管理委託料）………………………………………………………… 30,000千円
水道事業費（簡易給水施設整備事業・補助金）………………………………………………………… 1,786千円
農業振興費（作業受託組織機能強化事業）…………………………………………………………… 1,603千円
道路維持費（村単事業）道路維持補修……………………………………………………………… 10,000千円…
住宅管理費（修繕費）…………………………………………………………………………………… 6,300千円

議 案 第 49 号 令和７年度諸塚村国民健康保険特別会計補正予算
補正額：39,400千円　　予算総額：324,900千円 可　決

★主な補正の内容★
システム改修業務………………………………………………………………………………………… 3,476千円

議 案 第 50 号 令和７年度諸塚村後期高齢者医療特別会計補正予算
補正額：1,800千円　　 予算総額：40,400千円 可　決

★主な補正の内容★
子供子育て支援制度システム改修……………………………………………………………………… 1,012千円

議 案 第 51 号 令和７年度諸塚村介護保険特別会計補正予算
補正額：29,690千円　　予算総額：306,161千円 可　決

★主な補正の内容★
地域支援事業…………………………………………………………………………………………… 1,270千円

議 案 第 52 号 令和７年度諸塚村国民健康保険診療所事業特別会計補正予算
補正額：15,000千円　　予算総額：382,000千円" 可　決

★主な補正の内容★
医療機器修繕料……………………………………………………………………………………………100千円

議 案 第 53 号 令和７年度諸塚村簡易水道事業会計補正予算 可　決
★主な補正の内容★
工事請負費（家代3,718千円・塚原385千円）… ……………………………………………………… 4,103千円

議 案 第 54 号 令和７年度諸塚村特定環境保全公共下水道事業会計補正予算 可　決
★主な補正の内容★
減価償却費…………………………………………………………………………………………… △7,379千円

議 案 第 55 号 令和７年度諸塚村電気事業会計補正予算 可　決
★主な補正の内容★
工事請負費（川の口小水力）……………………………………………………………………………… 7,728千円

議 案 第 56 号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可　決

議 案 第 57 号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて 可　決
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議 案 第 58 号
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法
律に基づく、特定個人情報の利用に関する条例の一部を、改正する条例の
制定について

可　決

議 案 第 59 号 諸塚村重度心身障害者医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制
定について 可　決

議 案 第 60 号 諸塚村印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 可　決

議 案 第 61 号
工事請負契約の変更について 
　猿渡奥畑線　道路災害復旧工事　19,610,975円増 
　当初契約額　220,000,000円　　変更後239,610,975円 
　契約の相手方　株式会社　太伯建設　代表取締役　菊池隆一

可　決

同 意 第 ３ 号
諸塚村教育委員会の委員の任命につき同意を求めることについて   
　藤岡成美委員の任期満了に伴う再任 
　（令和７年10月２日～令和11年10月１日）

可　決

同 意 第 ４ 号
諸塚村教育委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 
　藤本 司委員の前任者の残任期間終了に伴う再任 
　（令和７年10月２日～令和11年10月１日）　

可　決

諮 問 第 １ 号 諸塚村人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 
　坂本和代氏　（令和８年１月１日～令和11年12月31日） 可　決

令和６年度決算が認定された
第３回定例議会（令和７年９月22日開会）

★決算審査特別委員会に付託された、令和６年決算８件が審議された。

番号 議　案 結果

議 案 第 40 号 令和６年度諸塚村一般会計歳入歳出決算認定について
歳入：5,283,252千円歳出：4,337,394千円 可　決

議 案 第 41 号 令和６年度諸塚村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
歳入：359,152千円　　歳出：323,240千円 可　決

議 案 第 42 号 令和６年度諸塚村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
歳入：41,976千円　　歳出：39,810千円 可　決

議 案 第 43 号 令和６年度諸塚村介護保険特別会計歳入歳出決算認定について
歳入：310,731千円歳出：281,039千円 可　決

議 案 第 44 号 令和６年度諸塚村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について
歳入：55,249千円　　歳出：52,591千円 可　決

議 案 第 45 号 令和６年度諸塚村公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について
歳入：195,099千円　　歳出：191,349千円 可　決

議 案 第 46 号 令和６年度諸塚村国民健康保険診療所事業特別会計歳入歳出決算認定
について歳入：396,166千円　　歳出：356,254千円 可　決

議 案 第 47 号 令和６年度諸塚村発電事業特別会計歳入歳出決算認定について
歳入：10,551千円　　歳出：8,824千円 可　決

★補正予算１件が上程され認定された
番号 議　案 結果

議 案 第 62 号 令和７年度諸塚村一般会計補正予算（第４号） 可　決
★主な補正の内容★
【歳　入】繰入金：財政調整基金繰入金…………………………………………… 41,000千円…
【歳　出】［建設］林道６路線７箇所測量設計管理委託料………………………… 12,000千円

林道５路線６箇所測量設計管理委託料………………………… 29,000千円

補正額
41,000千円

補正後
4,627,000千円
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黒
木
健
議
員

　Ⱗ
過
去
の
台
風
災
害
で
村

有
林
に
お
け
る
作
業
道
の
災
害

箇
所
が
あ
り
、
何
ら
か
の
検
討

が
な
さ
れ
た
も
の
か
お
尋
ね
し

た
い
。

産
業
戦
略
課
長

　Ⱘ
崩
壊
の
程
度
が
か
な
り

大
き
い
と
い
う
こ
と
で
、
対
策

の
方
策
が
定
ま
っ
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
。
再
度
、
現
地
を
確

認
し
て
、
復
旧
方
法
等
検
討

す
る
。

尾
形
浩
一
議
員

　Ⱗ
加
工
所
の
土
場
に
出
荷

し
た
木
材
に
立
米
当
た
り

五
〇
〇
円
の
助
成
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
も
う
少
し
増
額
は
で

き
な
い
も
の
か
。

村
　
長

　Ⱘ
森
林
環
境
譲
与
税
の
基

金
を
活
用
し
た
事
業
と
し
て
、

財
源
を
取
っ
て
行
っ
た
も
の
で

あ
り
、
操
業
開
始
し
た
加
工
場

の
設
備
の
ほ
う
に
か
な
り
の
予

算
を
投
じ
た
関
係
で
、
五
〇
〇

円
が
精
い
っ
ぱ
い
の
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
来
年
度
に
向
け
て
財

源
が
確
保
で
き
れ
ば
、
増
額
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　Ⱗ
商
工
業
振
興
に
つ
い
て
、

新
規
起
業
者
の
支
援
や
、
プ
レ

ミ
ア
商
品
券
の
発
行
等
、
今
後

と
も
支
援
を
続
け
て
も
ら
い

た
い
。

村
　
長

　Ⱘ
新
規
起
業
や
、
後
継
者

の
事
業
継
続
支
援
、
商
品
券
に

つ
い
て
も
、
三
割
引
き
を
、
四

割
引
き
に
引
き
上
げ
た
。
商
工

業
振
興
に
つ
い
て
も
、
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
く
。

山
本
多
喜
弥
議
員

　Ⱗ
生
コ
ン
舗
装
の
公
民
館

割
り
当
て
に
つ
い
て
、
実
施
す

る
地
区
数
が
多
い
と
、
割
り
当

て
の
順
番
が
か
な
り
先
に
な
る

の
で
、
予
算
が
許
せ
ば
、
公
民

館
内
で
二
カ
所
当
実
施
で
き
な

い
か
。

建
設
環
境
課
長

　Ⱘ
予
算
的
に
は
、
十
六
公

民
館
あ
る
の
で
、
要
望
書
の
提

出
を
し
て
も
ら
い
、
割
り
当
て

た
延
長
の
中
で
二
路
線
申
請
も

可
能
で
あ
る
。
事
前
に
相
談
し

て
も
ら
え
ば
、
役
場
の
内
部
で

調
整
し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

甲
斐
秀
樹
議
員

　Ⱗ
田
畑
に
進
入
す
る
農
作

業
道
に
対
す
る
、
舗
装
事
業
の

再
予
算
化
は
で
き
な
い
も
の
か
。

産
業
戦
略
課
長

　Ⱘ
現
在
は
、
村
単
で
の
農

作
業
道
、
耕
作
道
の
舗
装
の
事

業
と
い
う
の
は
行
っ
て
い
な
い
。

中
山
間
地
域
の
直
接
支
払
制
度

交
付
金
で
集
落
の
農
地
の
維
持
、

保
全
の
中
で
対
応
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
過
去
に
は
中
山
間
地

域
の
直
接
支
払
制
度
交
付
金
で

生
コ
ン
舗
装
等
を
し
た
経
緯
が

あ
る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
も

う
一
度
、
見
直
し
て
、
生
コ
ン

舗
装
の
対
応
と
か
で
き
な
い
か
、

内
部
で
も
検
討
し
た
い
。

　Ⱗ
森
林
組
合
の
安
全
対
策

や
酷
暑
作
業
対
策
の
、
支
援
事

業
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

産
業
戦
略
課
長

　Ⱘ
安
全
装
備
の
支
援
事
業

と
し
て
は
、
新
規
就
労
者
に
対

し
て
の
み
の
事
業
と
な
る
。
装

備
品
に
関
し
て
は
、
更
新
等
の

対
策
も
必
要
に
な
る
と
思
う
の

で
、
対
象
部
署
と
話
し
合
う
機

会
を
持
っ
て
い
き
た
い
。

中
田
政
雄
議
員

　Ⱗ
災
害
対
策
で
の
、
避
難

所
の
食
料
の
管
理
体
制
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
政
策
課
長

　Ⱘ
避
難
所
の
食
料
配
備
に

つ
い
て
は
、
国
県
防
災
計
画
に

基
づ
き
、
三
日
間
分
に
つ
い
て

は
自
主
で
避
難
時
に
準
備
を
お

願
い
し
た
い
と
い
う
指
針
に
な

っ
て
い
る
。　
　

本
年
、
備
蓄
倉
庫
を
整
備
し
、

避
難
時
の
物
資
に
つ
い
て
、
ど

う
い
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
避
難

所
に
配
置
す
る
の
か
等
を
検
証

し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
、
対
策
強
化
を
図
り
、
十

分
な
検
証
を
行
う
。

　Ⱗ
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
等
の
、

大
径
木
に
対
す
る
利
用
や
研
究

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
ク
ヌ
ギ

の
再
造
林
が
減
少
し
て
い
る
よ

う
に
思
う
。
今
後
の
シ
イ
タ
ケ

そ
こ
が
聞
き
た
い
！
　
歳
入
歳
出
に
対
す
る
質
疑
応
答
（
総
括
質
疑
）
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原
木
の
確
保
に
対
し
て
の
考
え

方
を
伺
う
。

産
業
戦
略
課
長

　Ⱘ
シ
イ
タ
ケ
の
原
木
の
確

保
に
つ
い
て
は
、
年
々
苦
慮
し

て
い
る
。
シ
イ
タ
ケ
産
業
の
維

持
に
は
、
原
木
林
の
造
成
が
非

常
に
大
事
で
あ
り
、
ク
ヌ
ギ
の

造
林
を
、
強
く
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

椎
茸
栽
培
に
不
向
き
な
原
木
を

有
効
活
用
す
る
こ
と
も
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

甲
斐
弘
昭
議
員 

　Ⱗ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
は
、
地
域
活
性
化
を
図
る
上

で
有
効
で
あ
る
と
期
待
を
し
て

い
る
。
も
っ
と
村
民
に
活
動
内

容
を
紹
介
し
た
り
、
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

企
画
創
生
課
長

　Ⱘ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、
十
分

で
は
な
い
が
村
報
等
で
の
広
報

を
通
じ
て
、
村
民
の
皆
様
へ
の

周
知
行
っ
て
い
る
。
協
力
隊
の

サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
椎
葉

村
で
協
力
隊
の
О
Ｂ
が
組
織
し

て
い
る
民
間
の
会
社
に
お
願
い

を
し
て
、
日
頃
の
活
動
の
ほ
か

に
地
域
で
の
暮
ら
し
で
あ
る
と

か
、
そ
う
い
う
部
分
に
つ
い
て

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。

甲
斐
弘
昭
議
員
　

　Ⱗ
国
も
地
域
活
性
化
の
取

組
と
い
う
こ
と
で
推
奨
し
て
い
る

事
業
で
あ
る
の
で
、
一
人
で
も
多

く
の
隊
員
が
、
本
村
に
定
住
し

て
も
ら
え
る
よ
う
願
う
。

村
　
長

　Ⱘ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
て
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
も
頂
戴
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

意
見
を
集
約
し
、
今
後
の
募
集

内
容
や
、
活
動
の
参
考
に
し
た

い
。
ま
た
独
自
の
取
組
と
し
て

Ｕ
タ
ー
ン
者
枠
を
設
定
し
て
お

り
、
協
力
隊
と
同
様
に
、
給
料

を
三
年
間
は
支
給
す
る
も
の
、

積
極
的
な
募
集
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

岩
本
國
和
議
員

　Ⱗ
畜
産
セ
ン
タ
ー
に
優
良

な
親
牛
が
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
方
法
で
残
す
の
か
伺
う
。

産
業
戦
略
課
長

　Ⱘ
畜
産
振
興
セ
ン
タ
ー
の

母
牛
に
つ
い
て
は
、
現
在

二
十
三
頭
お
り
、
そ
の
中
で
も

「
福
之
姫
」
と
い
う
血
統
を
持

つ
牛
が
三
頭
い
る
。
畜
産
振
興

セ
ン
タ
ー
で
は
、
村
内
の
方
を

対
象
と
し
た
入
札
会
で
の
販
売

を
検
討
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
早
め
に
生
産
者
へ
周
知
を

行
い
た
い
。

　Ⱗ
こ
れ
は
三
頭
に
限
っ
て

と
い
う
こ
と
か
。
そ
の
ほ
か
に

は
も
う
い
な
い
と
い
う
こ
と
な

の
か
。

村
　
長

　Ⱘ
一
番
の
優
良
牛
や
、
把

握
を
し
て
い
る
他
に
も
そ
れ
に

次
ぐ
よ
う
な
の
も
い
る
。
今
後
、

協
議
し
て
、
三
頭
プ
ラ
ス
何
頭

か
に
な
る
と
思
う
。

　Ⱗ
今
後
の
施
設
の
使
い
方

と
し
て
、
村
内
の
繁
殖
農
家
の

方
も
後
の
施
設
を
利
用
し
た
い

人
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
村

外
、
県
外
ま
で
に
枠
を
広
げ
て

公
募
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
と
し
て
、
牛
肉
の
取
り
扱
い

は
考
え
て
い
な
い
か
。

村
　
長

　Ⱘ
跡
地
の
活
用
に
つ
い
は
、

敷
地
面
積
が
約
五
千
平
米
も
あ

る
村
有
地
で
あ
り
、
大
変
有
用

な
用
地
と
考
え
て
い
る
。
村
内

の
方
で
畜
産
施
設
と
し
て
の
活

用
が
出
来
れ
ば
良
い
が
、
村
の

施
設
で
あ
り
地
域
活
性
化
の
た

め
の
活
用
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
牛
肉
の
取

扱
い
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
方

向
性
も
出
て
き
て
い
る
。
詳
し

く
は
、
産
業
戦
略
課
長
が
説
明

す
る
。

産
業
戦
略
課
長

　Ⱘ
今
回
、
一
五
一
品
に
商

品
を
増
や
し
て
、
返
礼
品
の
申

請
を
し
て
い
る
。
そ
の
中
の
肉

製
品
に
つ
き
ま
し
て
は
六
四
品
、

和
牛
そ
れ
か
ら
鶏
肉
を
含
め
て

六
四
品
、
そ
の
う
ち
牛
肉
が

四
四
品
と
な
っ
て
い
る
。
和
牛

の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
等
、
厳

し
い
課
題
も
あ
る
が
、
総
務
省

か
ら
の
承
認
が
出
れ
ば
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
の
流
れ
に

な
る
。
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総括意見
日本経済においては、インバウンド観光からの消費活動等が活発になり、景気の向上が期待される

状況にあるが、依然としてロシアのウクライナ侵攻や世界各地での覇権争いからの紛争は、終わるどこ
ろか停戦さえも危ぶまれる状況下にあるのは、将来的に大きな不安材料である。一方で貿易面におい
ても食料品や原材料、ガソリンの値上げ等で国民の日常生活は厳しさを増している様に思われる。
その様な中において、本村の令和６年度の一般会計の決算は、歳入52億8,325万２千円、歳出43

億3,739万４千円となり、前年度と比較すると、歳入で７億4,694万９千円、歳出で３億5,111万７千円、
それぞれが増額となり、歳入で16.5%、歳出で8.8%の増となっている。その他の７つの特別会計を合
わせた歳出総決算額は55億9,050万２千円で、その中でも性質別では、普通建設事業費と災害復旧費
の投資的経費が最も多く、歳出全体で18億7,270万５千円、全体の43.2%となっている。
令和４年の台風14号、その後の台風災害における復旧、復興費が増額の要因となっている。また、

歳入において特筆すべきは村税完納74年を達成できたことで、村長はじめ役場職員の方々の努力と、
納税者の皆様の強い納税意識に、深く感謝申し上げる次第である。
同時に報告された令和６年度諸塚村財政健全化判断比率は5.3%で早期健全化基準の25%を下

回っており、簡易水道事業、公共下水道事業、発電事業の公営企業における資金不足比率も経営健全
化基準の20%を遙かに下回っており、将来においても問題は無いとの監査意見も提出され安心感は
あるが、人口減少と高齢化社会の到来により厳しい財政運営も予想される。災害復旧、復興を進めな
がら安心と安全の確保はもとより、自主財源の少ない本村においては厳しい財政運営が続くと思われる。
庁内の機構改革による意識改革と更なる執行努力にご期待申し上げ総括とする。

個別意見
１．地域資源を活かしたふるさと納税の拡大推進
２．台風災害の早期復旧と災害に強いむらづくり
３．村内福祉施設の健全な運営

奥畑猿渡線桃の先塩釜線
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一 般 質 問
《今回４名の議員が質問しました。》

村政を問う！

諸
塚
せ
せ
ら
ぎ
の
里
の
今

後
の
施
設
運
用
に
つ
い
て

甲
斐
弘
昭
議
員

　Ⱗ
過
疎
地
域
で
は
若
年
層

だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
も
減
少

し
て
き
て
い
る
。

も
ろ
つ
か
せ
せ
ら
ぎ
の
里
は
、

介
護
職
員
も
高
齢
化
に
よ
る
退

職
や
、
転
職
し
て
い
く
職
員
も

い
て
、
職
員
の
確
保
が
難
し
い

状
況
で
あ
る
、
今
後
の
取
り
組

み
状
況
を
伺
う
。

ま
た
、
今
後
日
向
・
入
郷
地

域
で
広
域
的
な
運
営
構
想
が
あ

る
の
か
伺
う
。

藤
崎
村
長

　Ⱘ
も
ろ
つ
か
せ
せ
ら
ぎ
の

里
の
今
後
の
施
設
運
用
に
つ
い

て
は
、
施
設
職
員
の
高
年
齢
化

や
転
職
等
に
よ
り
、
職
員
確
保

が
困
難
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
の
で
、
外
国
人
特
定
技
能

就
労
者
の
雇
用
も
計
画
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

日
向
・
入
郷
地
域
で
の
広
域

的
な
高
齢
者
施
設
の
事
業
運
営

構
想
に
つ
い
て
は
、
流
域
の
将

来
の
高
齢
者
施
設
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
今
後
の
課
題
と
し
て

捉
え
て
お
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

甲
斐
弘
昭
議
員

　Ⱗ
せ
せ
ら
ぎ
の
里
は
今
後
、

経
年
劣
化
に
よ
る
維
持
管
理
が

必
要
に
な
る
と
思
う
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
計
画
が
あ
る
の
か
。

藤
崎
村
長

　Ⱘ
平
成
五
年
度
に
最
初
の

建
築
が
行
わ
れ
て
、
平
成

二
十
八
年
度
に
増
床
工
事
が
行

わ
れ
た
。
現
時
点
で
は
大
規
模

な
改
修
を
す
る
よ
う
な
予
定
は

な
い
。

甲
斐
弘
昭
議
員

　Ⱗ
村
内
の
公
共
施
設
を
含

め
、
長
期
総
合
計
画
の
中
で
、

長
い
ス
パ
ン
で
考
え
て
い
く
べ

き
と
思
う
。

せ
せ
ら
ぎ
の
里
も
、
将
来
的

に
民
間
事
業
者
に
委
ね
る
と

い
っ
た
よ
う
な
、
現
在
の
構
想

は
な
い
の
か
。

藤
崎
村
長

　Ⱘ
日
向
・
入
郷
地
域
に
お

け
る
広
域
的
な
施
設
の
集
約
化

に
つ
い
て
は
、
民
間
で
の
考
え

方
は
あ
る
よ
う
だ
が
、
将
来
に

向
け
て
の
検
討
課
題
と
し
て
捉

え
て
お
き
た
い
。

情
報
伝
達
に
つ
い
て

尾
形
浩
一
議
員

　Ⱗ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
使

え
な
い
年
齢
層
で
は
、
諸
塚
村

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
十
一
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
の
行
事
や
、
村
政
の
内
容

を
伝
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

藤
崎
村
長

　Ⱘ
令
和
八
年
度
か
ら
は
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
の
管
理
運
営
の
一
部

を
民
間
事
業
者
に
任
せ
る
公
設

民
営
、
令
和
九
年
度
か
ら
は
光

回
線
に
係
る
事
業
の
全
て
を
民

一
般
質
問
と
は

地
方
議
会
の
「
定
例
会
」
に
お
い
て
、
議
員
が
村
政
全
般
に
つ
い
て
執
行
機
関
（
村
長
な
ど
）

に
対
し
て
、
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
方
針
、
政
策
な
ど
に
つ
い
て
報
告
や
説
明

を
求
め
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
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間
事
業
者
に
譲
渡
す
る
民
設
民

営
で
の
運
営
に
移
行
す
る
。
民

間
事
業
者
の
技
術
や
ア
イ
デ
ア

を
活
用
し
な
が
ら
、
行
政
情
報

に
加
え
、
民
間
事
業
者
が
作
成

す
る
自
主
番
組
の
放
映
な
ど
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

尾
形
浩
一
議
員

　Ⱗ
村
政
座
談
会
で
も
、
役

場
か
ら
の
情
報
が
伝
わ
り
に
く

い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
十
一

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
活
用
し
て
、
情

報
提
供
者
が
、
画
面
に
出
演
し

て
、
村
民
に
語
り
か
け
る
様
に

で
き
な
い
か
。

藤
崎
村
長

　Ⱘ
で
き
る
だ
け
村
内
の
皆

さ
ん
に
情
報
が
伝
わ
っ
て
い
く

よ
う
に
、
ま
た
別
の
方
法
も
含

め
て
考
え
て
い
き
た
い
。

も
ろ
っ
こ
ハ
ウ
ス
内
の
ジ

ビ
エ
加
工
の
現
状
と
、
今

後
の
活
用
に
つ
い
て

中
田
政
雄
議
員

　Ⱗ
も
ろ
っ
こ
ハ
ウ
ス
内
の

ジ
ビ
エ
加
工
施
設
の
活
用
状
況

と
、
実
績
に
つ
い
て
、
ま
た
、

今
後
の
活
用
と
取
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

藤
崎
村
長

　Ⱘ
も
ろ
っ
こ
ハ
ウ
ス
内
の

加
工
施
設
は
、
村
産
ジ
ビ
エ
肉

と
し
て
学
校
給
食
に
も
提
供
さ

れ
、
好
評
を
得
て
い
る
。
食
肉

販
売
の
み
な
ら
ず
、
ジ
ビ
エ
加

工
品
開
発
な
ど
新
た
な
消
費
拡

大
の
取
組
を
検
討
す
る
。

中
田
政
雄
議
員

　Ⱗ
畜
産
セ
ン
タ
ー
の
事
業

廃
止
後
は
、
今
年
度
中
の
残
務

処
理
が
行
わ
れ
て
い
く
と
思
う

が
、
施
設
や
機
材
の
使
途
に
つ

い
て
伺
う
。

藤
崎
村
長

　Ⱘ
畜
産
セ
ン
タ
ー
は
令
和

四
年
度
か
ら
赤
字
決
算
が
続
い

た
こ
と
か
ら
、
本
年
度
を
も
っ

て
、
畜
産
事
業
か
ら
の
撤
退
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
購
入
し
た

軽
ト
ラ
ッ
ク
や
畜
産
運
搬
車
な

ど
一
部
を
除
き
、
村
の
管
理
施

設
と
な
り
、
今
後
は
施
設
の
有

効
活
用
を
図
る
た
め
、
購
入
し

た
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
畜
産
運
搬
車

な
ど
一
部
を
除
き
、
村
の
管
理

施
設
と
な
り
、
今
後
は
施
設
の

有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
畜
産

施
設
と
し
て
の
利
用
希
望
者
へ

の
貸
出
し
や
本
村
の
振
興
発
展

に
寄
与
す
る
活
用
の
仕
方
も
含

め
て
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

中
田
政
雄
議
員

　Ⱗ
施
設
利
用
に
つ
て
希
望

者
の
公
募
等
は
考
え
て
い
な
い

の
か
。

藤
崎
村
長

　Ⱘ
敷
地
面
積
が
約
５
千
平

米
も
あ
る
村
有
地
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
民
間
で
の
畜
産
施
設

と
し
て
の
活
用
を
含
め
、
本
村

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
新
た
な

活
用
の
仕
方
も
合
わ
せ
て
、
検

討
し
て
い
け
れ
ば
と
い
う
ふ
う

に
考
え
て
い
る
。

中
田
政
雄
議
員

　Ⱗ
令
和
六
年
度
の
ふ
る
さ
と

納
税
額
が
、
三
八
九
万
円
と
県

内
で
最
少
額
で
あ
っ
た
が
、
自

主
財
源
に
乏
し
い
本
村
に
と
っ
て

は
努
力
に
値
す
る
も
の
と
考
え

る
が
、
村
長
の
考
え
を
伺
う
。

藤
崎
村
長

　Ⱘ
ふ
る
さ
と
納
税
は
地
方
自

治
体
へ
の
寄
附
を
通
じ
て
、
寄

附
金
控
除
と
い
う
税
制
上
の
優

遇
措
置
を
受
け
る
と
い
う
仕
組

み
で
、
自
治
体
は
寄
附
額
に
応

じ
て
返
礼
品
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
仕
組
み
で
あ
る
。
今
年
度

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
課
題
解

決
の
た
め
、
返
礼
品
の
数
を

百
五
十
一品
に
倍
増
し
て
、
納
税

の
拡
充
を
図
って
い
く
。

中
田
政
雄
議
員

　Ⱗ
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
は
長

ら
く
閉
鎖
さ
れ
た
状
態
だ
が
、

再
開
に
向
け
て
の
準
備
、
協
議

は
行
わ
れ
て
い
な
い
の
か
伺
う
。

藤
崎
村
長

　Ⱘ
せ
せ
ら
ぎ
の
里
を
含
め
、

現
状
に
お
い
て
は
職
員
確
保
が
、

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
は
、
せ
せ
ら
ぎ
の
里
の
職

員
確
保
に
傾
注
し
て
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
考

え
て
い
る
。

将
来
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な

活
用
方
法
が
本
村
の
高
齢
者
福

祉
等
に
有
効
で
あ
る
の
か
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。　

中
田
政
雄
議
員

　Ⱗ
諸
塚
村
は
合
併
せ
ず
に

単
独
で
行
政
を
進
め
て
い
く
と

決
断
し
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
難

局
を
、
村
民
の
協
力
で
乗
り
切

る
覚
悟
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
村
長
の

意
気
込
み
等
が
あ
れ
ば
、
伺
い

た
い
。

藤
崎
村
長

　Ⱘ
今
後
、
村
民
の
皆
さ
ん

の
御
理
解
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、

新
生
も
ろ
つ
か
に
向
け
て
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
う
。
議
会
や
、
村
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
、
同
じ
方
向
を
向

い
て
村
政
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
。
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子
育
て
支
援
に
つ
い
て

甲
斐
秀
樹
議
員

　Ⱗ
諸
塚
村
の
子
育
て
支
援

対
策
は
、
近
隣
町
村
と
比
較
し

て
も
引
け
を
取
ら
な
い
政
策
で

あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
成
果
と

効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

藤
崎
村
長

　Ⱘ
出
産
及
び
子
育
て
の
経

済
的
な
負
担
軽
減
及
び
安
心
で

安
全
な
育
児
を
推
進
す
る
た
め
、

国
や
県
が
実
施
す
る
施
策
に
加

え
、
他
自
治
体
に
先
駆
け
て

様
々
な
子
育
て
支
援
対
策
を
行

っ
て
い
る
。

独
自
施
策
の
事
業
内
容
と
実

績
に
つ
い
て
は
、
出
産
さ
れ
た

全
家
庭
へ
の
子
供
誕
生
祝
い
金

事
業
、
十
八
歳
ま
で
の
全
て
の

子
供
を
対
象
と
し
た
医
療
費
無

償
化
事
業
、
不
妊
治
療
の
た
め

の
助
成
事
業
、
妊
産
婦
健
診
通

院
助
成
事
業
、
給
食
費
も
含
め

た
保
育
所
の
無
償
化
事
業
、
新

た
に
出
産
費
補
助
事
業
、
不
妊

治
療
交
通
費
助
成
事
業
、
男
性

の
育
児
休
暇
取
得
奨
励
補
助
事

業
を
新
設
し
、
来
年
度
か
ら
、

幼
保
連
携
型
の
認
定
こ
ど
も
園

を
開
設
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

甲
斐
秀
樹
議
員

　Ⱗ
現
実
の
子
育
て
世
代
の

親
か
ら
、
一
番
子
育
て
が
し
に

く
い
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る

と
伺
っ
た
。
こ
れ
は
ひ
と
つ
に

は
、
男
女
均
等
雇
用
法
が
施
行

さ
れ
、
女
性
の
社
会
進
出
が
進

ん
だ
け
れ
ど
、
育
児
休
業
制
度

や
短
時
間
勤
務
制
度
が
、
村
内

事
業
所
を
含
め
て
浸
透
が
な
さ

れ
て
い
な
い
の
で
は
と
思
う
。

そ
の
よ
う
な
各
施
策
の
中
で
、

学
校
給
食
無
償
化
つ
い
て
昨
今

の
物
価
高
騰
の
影
響
で
、
食
材

の
オ
ー
バ
ー
す
る
よ
う
な
場
合

の
対
策
等
は
考
え
て
い
る
の
か

伺
う
。

藤
崎
村
長

　Ⱘ
物
価
高
騰
等
が
生
じ
た

場
合
の
対
応
は
、
ど
う
し
て
も

不
足
の
場
合
は
追
加
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
も
あ
る
と
考
え
る
。

教
育
課
長

　Ⱘ
給
食
費
の
価
格
の
高
騰

に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
給
食

の
栄
養
士
の
先
生
に
算
定
し
て

い
た
だ
き 

、
地
産
地
消
の
食

材
を
利
用
し
た
り
、
村
内
の
業

者
さ
ん
を
利
用
し
た
り
し
て

い
る
。

甲
斐
秀
樹
議
員

　Ⱗ
平
成
十
七
年
九
月
の
、
台

風
十
四
号
の
被
害
は
凄
ま
じ
く
、

そ
の
後
、
約
四
十
三
億
円
の
事

業
費
を
か
け
て
水
防
災
事
業
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
水
防

災
事
業
が
、
現
在
、
完
成
さ
れ

て
い
る
対
策
で
十
分
で
あ
る
の
か
、

ま
た
、
ほ
か
に
必
要
と
さ
れ
る

対
策
が
な
い
も
の
か
伺
う
。

藤
崎
村
長

　Ⱘ
平
成
十
七
年
の
台
風
第

十
四
号
に
よ
り
、
諸
塚
中
心
部

が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
土

地
利
用
一
体
型
水
防
災
事
業
に

よ
る
整
備
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

制
度
に
よ
り
、
治
水
安
全
度
の

向
上
が
図
ら
れ
た
。　
　
　

し
か
し
、
こ
の
制
度
は
事
業

所
の
か
さ
上
げ
等
は
対
象
と
な

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
宮
崎
県
に

よ
り
中
心
部
下
流
の
堆
積
土
砂

の
一
部
土
砂
除
去
が
行
わ
れ
、

九
州
電
力
で
は
、
通
砂
を
円
滑

に
行
う
た
め
の
土
砂
移
動
等
が

行
わ
れ
て
い
る
。

令
和
六
年
三
月
に
は
、
耳
川

水
系
河
川
整
備
計
画
の
変
更
を

行
っ
て
お
り
、
河
川
整
備
計
画

の
施
工
区
間
と
し
て
、
日
向
市

東
郷
町
の
八
重
原
橋
か
ら
、
柳

原
川
合
流
点
ま
で
の
追
加
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
宮
崎

県
及
び
九
州
電
力
と
連
携
し
な

が
ら
、
治
水
安
全
対
策
に
取
り

組
ん
で
行
く
。

甲
斐
秀
樹
議
員

　Ⱗ
当
時
の
対
策
で
は
、
事

業
所
等
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た

よ
う
だ
が
、
諸
塚
村
の
シ
ン
ボ

ル
的
な
エ
リ
ア
で
あ
る
諸
塚
中

心
部
の
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
る
と
、
事
業
所
の
存
在

は
「
林
業
立
村
も
ろ
つ
か
」
の

将
来
に
も
影
響
す
る
こ
と
と
考

え
る
。

さ
ら
な
る
対
策
を
講
じ
る
よ

う
要
望
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
。

藤
崎
村
長

　Ⱘ
宮
崎
県
と
し
て
も
、
事

業
所
も
補
助
事
業
の
対
象
と
な

る
よ
う
に
、
国
に
要
望
は
し
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
の
と

こ
ろ
、
な
か
な
か
厳
し
い
状
況

で
あ
る
。

宮
崎
県
を
事
務
局
と
し
て
、

毎
年
度
、
そ
の
評
価
改
善
委
員

会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
の
対
策
を
進
め
て
行

き
た
い
。
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椎
葉
村
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
平
寿
園
は
、
定
員
60
床
で
利
用
者
数
は
現

在
は
48
・
6
人
で
あ
る
。
デ
イ
ル
ー
ム
も
併
設
し
て
い
る
が
、
通
所
サ
ー
ビ
ス
は
、

地
理
的
に
遠
隔
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
開
園
当
初
か
ら
赤
字
運
営
で
あ
る
。
職

員
数
は
、
令
和
７
年
６
月
現
在
、
パ
ー
ト
含
め
合
計
58
名(

男
７
名
、
女
51
名)

で
、
そ
の
内
60
歳
以
上
は
22
名
（
38
％
）
を
占
め
、
高
齢
を
理
由
に
辞
め
て
い

く
職
員
も
出
て
き
て
お
り
、
職
員
の
確
保
が
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
中
、
外
国
人
労
働
者
と
し
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
20
歳
代
の
女
性
３
名

を
雇
用
し
て
い
る
。
今
後
は
、
定
員
を
50
床
に
し
て
、
経
営
の
安
定
化
を
検
討

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

も
ろ
つ
か
せ
せ
ら
ぎ
の
里
は
、
平
成
４
年
度
に
完
成
し
、
今
後
は
長
期
33
床
、

短
期
２
床
で
運
営
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
現
在
55
名
が

利
用
者
登
録
さ
れ
、
一
日
当
た
り
利
用
者
平
均
は
14
名
で
あ
る
。
職
員
数
は
、

４
月
現
在
48
名
で
、
そ
の
内
60
歳
以
上
は
16
名
（
34
％
）
を
占
め
、
３
月
に
介

護
職
２
名
、
看
護
職
１
名
が
退
職
し
、
本
年
度
中
も
退
職
予
定
者
が
い
る
。
平

寿
園
と
同
様
、
職
員
の
確
保
が
厳
し
い
状
況
で
、
新
規
採
用
に
向
け
、
各
高
校

へ
の
訪
問
と
特
定
技
能
に
よ
る
外
国
人
の
採
用
を
検
討
し
て
い
る
。
今
回
、
両

施
設
を
訪
問
し
て
、
課
題
は
共
通
し
て
い
る
よ
う
だ
。
過
疎
地
に
お
い
て
は
、

若
年
層
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
人
口
も
減
っ
て
き
て
い
る
反
面
、
医
療
の
進
歩
、

介
護
予
防
の
充
実
で
、
元
気
な
高
齢
者
が
増
加
し
、
要
介
護
３
以
上
の
施
設
利

用
者
は
減
っ
て
き
て
い
る
。

今
後
は
、
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
の
実
態
に
見
合
っ
た
効
率

の
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
視
野
に
入
れ
、
安
定
し
た
事
業
経
営
の
も
と
、
村
民
の
介

護
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

所
管
事
務
調
査
報
告
【
令
和
７
年
７
月
８
日
実
施
】

所
管
事
務
調
査
報
告
【
令
和
７
年
７
月
８
日
実
施
】
総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会  （（
場
所
：

場
所
：
椎
葉
村
・
平
寿
園

椎
葉
村
・
平
寿
園

諸
塚
村
・
せ
せ
ら
ぎ
の
里

諸
塚
村
・
せ
せ
ら
ぎ
の
里
））

諸塚村せせらぎの里

椎葉村平寿園
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所
管
事
務
調
査
報
告
【
令
和
７
年
７
月
３
日
実
施
】

所
管
事
務
調
査
報
告
【
令
和
７
年
７
月
３
日
実
施
】
産
業・
建
設
常
任
委
員
会

産
業・
建
設
常
任
委
員
会  （（
ボ
ク
ソ
ク
研
修
会

ボ
ク
ソ
ク
研
修
会

場
所
：
中
央
公
民
館

場
所
：
中
央
公
民
館
））

(

ボ
ク
ソ
ク)

と
は
「
小
さ
な
木
」
と
い
う
意
味
と
漢

方
薬
の
生
薬
と
し
て
の
意
味
が
あ
る
。
今
回
は
漢
方
薬
と

し
て
の
勉
強
会
に
約
20
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
中
に
は
椎

茸
生
産
者
も
数
名
ほ
ど
参
加
さ
れ
て
い
た
。
ク
ヌ
ギ
樹
皮

を
洗
浄
し
て
剥
ぎ
取
り
、
乾
燥
し
、
原
料
と
し
て
出
荷
で

き
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
乾
燥
ま
で
の
工
程
で
、
樹
皮

の
洗
浄
に
お
い
て
も
強
す
ぎ
る
洗
浄
機
で
は
よ
く
な
い
よ

う
で
、
樹
皮
の
乾
燥
製
品
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
そ
の

工
程
は
簡
単
な
よ
う
で
難
し
い
よ
う
で
あ
る
。

今
後
、
ツ
ム
ラ
と
出
荷
契
約
を
締
結
す
る
ま
で
に
は
法

人
化
さ
れ
た
会
社
を
通
じ
て
、
諸
塚
の
ボ
ク
ソ
ク
生
産
者

部
会
を
組
織
し
、
ツ
ム
ラ
に
よ
る
各
工
程
で
の
検
査
や
監

査
等
も
行
い
、
求
め
ら
れ
る
基
準
が
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
出

荷
可
能
と
な
る
。

新
価
値
創
造
室
の
説
明
で
は
、
材
料
と
な
る
ク
ヌ
ギ
は

大
径
木
と
な
っ
た
椎
茸
原
木
で
あ
る
が
、
ボ
ク
ソ
ク
用
は

椎
茸
栽
培
に
不
向
き
な
大
径
木
を
利
用
す
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。 

原
木
の
移
動
や
回
転
等
、
洗
浄
時
の
負
担
を
軽
減
す
る

対
策
、
作
業
場
所
の
確
保
や
施
設
の
整
備
等
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
ク
ヌ
ギ
大
径
材
の
有
効
利
用
策
と
し
て
、

今
後
こ
の
活
動
を
注
目
し
て
い
き
た
い
。

所管事務調査とは

地方議会の委員会が、自らが担当する分野の事務に
ついて、村政の課題解決や、より良い政策提言のため
に自主的に行う調査のことです。

常任委員会が主体的にテーマを設定して行うもので、
調査結果は政策提言として、村長に提出されることも
あります。

ボクソク研修会　令和７年７月３日
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私
な
ら
ず
と
も
ほ
と
ん
ど
の
人
が
今
年

の
夏
は
異
常
に
暑
い
日
が
多
か
っ
た
と
感

じ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

八
月
の
初
旬
の
五
日
だ
っ
た
か
、
関
東

辺
り
で
は
、
気
温
が
四
十
度
を
超
え
る
所

が
か
な
り
あ
り
ま
し
た
。
三
十
五
度
を
超

え
る
猛
暑
日
は
、
連
日
で
最
長
の
記
録
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
聞
き
覚
え
て
い
ま
す
。

又
、
四
十
度
以
上
の
酷
暑
日
も
度
々
報
道

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
ま
で
直
接
的
な
台
風

の
災
害
発
生
は
無
か
っ
た
の
で
幸
い
で
し

た
が
、
雨
の
降
り
方
が
異
常
で
し
た
。
一

時
間
雨
量
が
五
十
ミ
リ
で
も
す
ご
い
豪
雨

な
の
に
、
百
ミ
リ
、
百
三
十
ミ
リ
更
に
は

百
四
十
ミ
リ
等
、
私
達
に
は
経
験
し
た
事

も
無
い
、
想
像
も
つ
か
な
い
降
水
量
で
、

短
時
間
で
起
こ
っ
た
都
会
の
浸
水
被
害
や
、

大
き
な
竜
巻
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
状
況

等
々
が
、
ニ
ュ
ー
ス
で
出
た
の
も
驚
き
で

し
た
。

正
に
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
を
身
を

持
っ
て
感
じ
る
夏
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

来
年
の
夏
が
思
い
や
ら
れ
ま
す
し
、
災
害

復
旧
工
事
の
途
上
の
本
村
、
今
後
ど
う
な

る
事
か
と
心
配
で
す
が
、
被
害
の
無
い
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

皆
様
、
何
よ
り
も
健
康
が
一
番
で
す
。

お
体
ご
自
愛
下
さ
い
。

随 

想�

中
田
　
政
雄

月 日 行　事　名 参　加　者 場　所

７

１ 諸塚村木材加工場再稼働式典 加工場 全議員
７ 五月会 役　場 全議員
８ 総務常任委員会事務調査 椎葉村、諸塚村 総務常任委員
11 日向東臼杵広域連合議会 日向市 議長・総務委員長
15 中央道総決起大会 延岡市 全議員
17 入郷期成会要望活動(県北) 延岡市・日向市 議　長
18 高速道総会・みすず会 宮崎市 議　長
20 参議院議員選挙
22 例月出納検査 役場 議選監査員
23 議運正副委員長研修会 宮崎市 議運正副委員長
28 日向東臼杵郡議長会要望活動 延岡市・日向市 議　長

８

４ 決算監査(事業所監査) 役場 議選監査員
５ 決算監査(財政健全化監査)　～18日・調書監査他 役場 議選監査員

８
県・町村事務組合第２回定例会 宮崎市 議長
県議長会正副議長研修会 宮崎市 議長・副議長

20
例月出納検査 役場 議選監査員
九州中央道建設促進地方大会 高千穂町 全議員

25 九州中央道(蘇陽～高千穂間)建設促進期成会総会 五ヶ瀬町 議長
26 林活議連総会 宮崎市 議長

27
入郷地域開発期成同盟会要望活動 宮崎市 議長
県監査員協議会臨時総会・研修会 新富町 議選監査員
予算要求説明会 役場 全議員

29
議運・全協 役場 全議員
県議長会役員・監事会 宮崎市 議長

９

１ 決算審査講評 役場 議選監査委員
10 第３回定例会 役場 全議員
11 定例会（総括質疑）・決算審査特別委員会（総務、企画） 役場 全議員
12 決算審査特別委員会（住民、産業、建設） 役場 全議員
16 決算審査特別委員会（教委、診療、税務、議会） 役場 全議員
18 決算審査特別委員会（まとめ） 役場 全議員
22 第３回定例議会（最終日） 役場 全議員
24 例月出納検査 役場 議選監査委員
25 東臼杵郡議員研修会 日向市 全議員
26 国道503号期成同盟会総会・決起大会 中公 全議員

ー 議 会 活 動 報 告 ー
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編
集
後
記

実
り
の
秋
を
迎
え
、季
節
は

秋
の
気
配
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

て
来
ま
し
た
。
各
地
区
で
は
秋

の
祭
や
運
動
会
、村
民
文
化
祭

と
沢
山
の
催
し
物
が
行
わ
れ
ま

す
。
み
な
さ
ん
力
を
合
わ
せ
て
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
広
報
委
員
会
も
、よ

り
多
く
の
村
民
の
皆
様
に
、村

政
や
議
会
活
動
へ
の
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、分
か
り
や

す
く
読
み
や
す
い「
議
会
だ
よ

り
」
の
編
集
に
委
員
会
一
同
奮

闘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
皆

さ
ん
の
ご
意
見
、ご
感
想
を
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

�

（
甲
斐
秀
樹
）

（
編
集
委
員
）�

甲
斐　
秀
樹　
　
甲
斐　
弘
昭

岩
本　
國
和　
　
黒
木　
　
健　

議
会
を
傍
聴
し
て

議
会
を
傍
聴
し
て

��

み
ま
せ
ん
か

み
ま
せ
ん
か
？？

次
回
の
定
例
会
は 

12
月
開
催
の
予
定
で
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
議
会
事
務
局

☎
　
六
五
ー
一
一
三
〇

九
州
中
央
自
動
車
道
は
、九
州
縦

貫
自
動
車
道
と
東
九
州
自
動
車
道

を
結
ぶ
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
す
る
幹
線
道
路
で
あ
り
、平

常
時・
災
害
時
を
問
わ
ず「
命
を
つ

な
ぐ
道
」と
し
て
の
役
割
は
多
大
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
計
画

延
長
の
95
キ
ロ
に
対
し
て
、23
キ
ロ

は
未
事
業
区
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

長
年
の
悲
願
で
あ
る
九
州
中
央
自

動
車
道
の
早
期
完
成
の
た
め
に
、地

域
住
民
一
体
と
な
っ
た
建
設
促
進

運
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
決
議

し
た
。

熊
本
県
と
宮
崎
県
の
九
州
山
地
を
結
ぶ
、九
州
中
央
自
動
車

道
の
五
ヶ
瀬
東
イ
ン
タ
ー（
仮
称
）に
一
次
ア
ク
セ
ス
す
る
国
道

５
０
３
号
線
は
、令
和
４
年
３
月
に「
飯
干
バ
イ
パ
ス
」の
事
業

化
が
決
定
さ
れ
、「
命
の
道
」「
産
業
の
道
」「
交
流
の
道
」と
し
て

早
急
な
整
備
が
望
ま
れ
る
。
重
要
港
湾
細
島
港
と
、熊
本・
福
岡

と
を
結
ぶ
最
短
ル
ー
ト
と
し
て
、産
業
振
興
の
要
と
な
る
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
部
と
し
て
、諸
塚
村・
五
ヶ
瀬
町
の
両
町
村

の
住
民
の
総
意
を
集
結
し
て
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

決
議
文

一
、�

地
域
の
安
全
・
安
心
ま
た
、

地
方
創
生
を
実
現
し
経
済

に
好
循
環
を
も
た
ら
す
ス

ト
ッ
ク
効
果
を
早
期
に
発

現
さ
せ
る
た
め
、
令
和
八

年
度
道
路
関
係
予
算
に
つ

い
て
は 

所
要
額
を
満
額
確

保
す
る
こ
と
。

一
、�

飯
干
バ
イ
パ
ス
の
早
期
完

成
を
目
指
し
、
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
機
能
の
強
化
を

図
る
こ
と
。

一
、�

国
道
五
〇
三
号
の
整
備
促

進

①�

北
扮
工
区
の
早
期
完
成
を
図

る
こ
と
。

②�

飯
干
地
区
か
ら
、国
道
３
２
７

号
線
ま
で
の
新
規
工
区
設
定
、

及
び
、
早
期
改
良
完
成
を
図

る
こ
と
。

九州中央自動車道　建設促進地方大会
高千穂町武道館

国道 503 号整備促進総決起大会
諸塚村中央公民館


